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2023 年度 文京学院大学人間学部 FD 委員会報告書(概要) 

はじめに 

2020 年度以降の FD 研修会のテーマを振り返ると、人間学部での課題が見て取れます。 

2020 年度は、前期「各学科の遠隔授業の取り組みについて－工夫された点、課題－」 、

後期「今後を見据えたハイブリット型の授業について」であり、各学科の工夫されている点

や課題、また、教員視点、学生視点に立った遠隔授業のメリット、デメリットを共有するこ

とにより来年度に向けより質の高い教育を提供する一助になること、また、次年度を見据え

たより質の高い授業展開を考えることを目的に開催されました。コロナ禍ということで、 主

として効果的な授業実施方法についての検討がなされました。 

2021 年度は、前期「コロナ禍における対面式授業の課題と工夫（特に演習・実習・実

験）」とし、演習、実習、実験に焦点を充て質の高い教育を提供するための情報共有、オ

ンライン・ワークショップを実施しました。また、後期は「大学教育で必修化がすすめら

れるデータサイエンス科目に関する研修会 ～大学におけるデータサイエンス科目導入と

DX その背景と課題～」とし、教育のデジタル化をめぐる政策動向とその背景、義務教

育、中等教育における動向、大学教育における動向、大学に何が問われているのかについ

て議論を交わしました。コロナ禍での授業方法の改善や将来的に導入されるデータサイエ

ンス科目の導入について議論を交わしました。 

 2022 年度のテーマは、前期「除籍・退学者を抑制するための取組み ～FD の視点から

考える～」 とし、教員間で、除籍・退学につながりそうな学生をどう察知しているか 、

その後（察知後）の対応や課題 、退学者を減少させる取り組みやアイデアなどについて議

論を展開しています。また、後期は前期のディスカッションを受ける形で「退学につなが

りそうな学生への対応を考える～教務グループ、学生支援グループの取り組みと教職連携

について～」をテーマとし、教職協働の立場から教務グループや学生支援グループのスタ

ッフの「気になる学生、退学につながってしまいそうな学生に対してどのような対応をし

ているのか」に関する報告の後、職員と教員がどのような連携をとることで退学者減少に

つながるのかについて、学科横断グループでディスカッションを開催しました。学生が楽

しく大学に通い、目標をもって生活設計を立てる手助けを、教職協働で対応していくこと

が再確認されました。 

 2023 年度のテーマは、上記を受け前期「より楽しいキャンパスライフを目指して ～学生

活動の活性化の課題と改善～」、後期「学習習慣のない学生への対応について ・学習習慣

のない学生の特徴、生活習慣での問題点や勉強の仕方への指導 ・精神的に不安定な学生の

課題と対応 ・初年次教育における 1 年生の課題や対策」に設定し、学生同士、教職員との

つながりをどのようにして構築し、楽しいキャンパスづくりを進めていくかについて対面

でグループディスカッションを実施しました。内容はもとより、学科を越えた教員同士の意
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見交換、悩みの共有は、私たちに新たな連帯感を生みだし、全員で学生に対応していく姿勢

を皆で再確認できたことに大きな意味があると感じています。 

 本報告書（概要）は、教職協働でより楽しいキャンパスづくり、学習の楽しさを学生に

つたえる取り組みについて話し合われた活動経過と内容をまとめたものであります。 

 今後も学部 FD を継続していく所存であります。今後とも皆様方のご協力をいただき、

より良い学生教育のあり方を模索していきます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

人間学部 FD 委員会委員一同 
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１．活動経過と内容 

実施日 FD 委員会（主な議題） 委員会開催方法 

5 月 19 日（金） 第 1 回人間学部 FD 委員会 

・委員会の進め方の確認 

・今年度の委員会目標 

・前期 FD 研修会のテーマ・方法 

Teams 

6 月 9 日（金） 第 2 回人間学部 FD 委員会 

・前期 FD 研修会のテーマ検討 

・研修会日程の検討 

・研修会の進行確認 

・研修会の役割分担 

Teams 

7 月 5 日（金） 第３回人間学部 FD 委員会 

・前期 FD 研修会のテーマ決定 

・スケジュール確定 

・役割分担決定 

Teams 

７月 13 日（水） 

 

研修テーマ「「より楽しいキャンパス

ライフを目指して ～学生活動の活

性化の課題と改善～」 

人間学部前期 FD

研修会（対面） 

10 月 20 日（金） 第４回人間学部 FD 委員会 

・後期 FD 研修会のテーマ検討 

・開催日時の検討 

メール 

11 月 16 日（木） 第 5 回人間学部 FD 委員会 

・後期 FD 研修会のテーマ再検討 

・開催日時と方法の検討 

メール 

12 月 14 日（木） ・後期 FD 研修会のテーマ決定 

・研修会日程、研修会の進行確認 

・研修会の役割分担確定 

メール 

2024年 

1月 17日（水） 

研修テーマ「学習習慣のない学生への

対応について」」 

人間学部後期 FD

研修会（対面） 

2 月 2 日（金） 2022 年度人間学部 FD 研修会報告書

の作成と修正 

メール 

2 月 14 日（水） 2022年度人間学部FD研修会報告書、

ならびに報告書（概要）の完成 

メール 
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２．委員会議事録・資料（第 1 回～６回） 

第 1 回 人間学部 FD 委員会 議事録 

日時：2023 年 5 月 19 日（金） 

場所：Teams  

参加：中山、椛島、奈良（敬称略）  

【審議事項】 

１．人間学部前期 FD 研修会テーマの検討（第 1 回） 

 過去のテーマ、前回の研修会終了以後の参加教員アンケートを参考に議論した。その結

果、仮テーマとして以下で実施する方向で準備を進めることが確認された。 

テーマ：より楽しいキャンパスライフを目指して ～学生活動の活性化の課題と改善～ 

実施形態：教員、教務・学生支援グループ職員、学生 

【過去のテーマ】 

2021 年度 

7 月 14 日（水） 

◆コロナ禍における対面式授業の課題と工夫（特に演習・実験・実習等） 

1 月 19 日（水） 

◆大学教育で必修化がすすめられるデータサイエンス科目に関する研修会  

～大学におけるデータサイエンス科目導入と DX その背景と課題～ 

2022 年度 

７月 13 日（水） 

◆除籍・退学者を抑制するための取組み ～FD の視点から考える～ 

〇除籍・退学につながりそうな学生をどう察知しているか 

〇その後（察知後）の対応や課題 

〇退学者を減少させる取り組みやアイデア など 

１月２５日（水） 

◆退学につながりそうな学生への対応を考える 

～教務グループ、学生支援グループの取り組みと教職連携について～ 

 

2023 年度 人間学部後期 FD 研修会テーマ案 検討資料 

2022 年度 後期 FD 研修会後に実施した【今後の研修内容に関するアンケート】結果 

※下記一覧表より抜粋しカテゴリー分け 

＜学生支援＞ 

・発達障害学生への具体的な対応 

・学生相談室との連携、心神耗弱の学生への対応方法 
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・ 文章を書くのが苦手な(勉強不足というより、能力的に書けない)学生への対応 

・ グレーの学生の対応 

・ 在日外国人の学生への日本語などのサポートのあり方 

・ＳＮＳ上の仲間外れなどの対策 

・ 学生支援グループからの学生の現状分析や取り組み、課題 

・ 学生サポートの具体的事例 

＜退学者減少・学生の活性化＞ 

・ 今回のテーマを継続 

・今回のテーマを掘り下げて議論 

・「退学」申し出を行った学生を含めて、学生への支援に関する研修 

・ 退学防止に向けての先生方の取り組み 

・ 学生の大学に対する帰属意識を高めるのにはどうすればよいのか 

・学生活動の活性化について 

＜教職連携＞ 

・教職連携の現状 

・教務 G や学生支援の職員とのディスカッション 

・教職員の連携のあり方について 

・ 職員・教員・学生との連携について、実行可能な具体策 

＜教育の効率化＞ 

・教育と研究の両立 

・仕事の効率化のためのテクノロジーの導入 

・他の先生方がどんな授業や教育実践、さらにはどんな研究をされているのか 

・GPS-Academic の学生支援やキャリア支援への活用可能性 

・シラバスの形骸化 

・学生の個人情報の共有について 

・入試情報と入学後の状況について 

 

【2023 年度前期研修会テーマ（案）】 

2022 年度に実施した「退学者を抑制する取り組み」の一歩先の取り組みに焦点を充てる。 

テーマ：より楽しいキャンパスライフを目指して ～学生活動の活性化の課題と改善～ 

実施形態：教員、教務・学生支援グループ職員、学生 

※学生とは、学生委員会、部活、学園祭実行委員、オーキャン委員、各センターで活動する

学生など 

※大学生活を楽しみ、友だち作りなどを通して学生間の交流を促すことで、退学者の抑制に

も寄与する。 

以上 
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第２回 人間学部 FD 委員会 議事録 

日時：2023 年 6 月 9 日（金） 11：00～12：00  

場所：Teams  

参加：中山、椛島、奈良（敬称略）  

【審議事項】 

１．2023 年度 人間学部前期 FD 研修会テーマ（第 2 回）が検討された。  

テーマ（案）  

「より楽しいキャンパスライフを目指して ～学生活動の活性化の課題と改善～」  

 ※大学生活を楽しみ、友だち作りなどを通して学生間の交流を促すことで、退学者の抑

制にも寄与する。  

２．実施時期と実施形態が決定した。  

・7 月 12 日（水） 教授会後の 1 時間（16：30 開始予定）対面、教員のみでの実施  

３．内容  

まちラボ、BICS、学生会、オープンキャンパス委員の学生から、学生間のつながり等困

っていること、参加学生の減少など悩んでいることの他、改善したいところを聞き、FD 研

修会参加教員で、問題意識の共有、学生の現況などの共有を図り、   の改善策について

話し合う。グループでまとめて発表をするのではなく、話し合ったことを踏まえ、各自が

forms に意見を書き投稿する。  

  

当日のスケジュール（案）  

16：30～16：32  本日の研修の主旨説明等  

16：32～16：52  まちラボ、BICS,学生会、オープンキャンパス委員学生からのプレゼン

（各 5 分）  

16：52～16：55  グループワークの説明  

16：55～17：25  グループワーク  

17：25～17：30  改善案入力に関するアナウンス、各自 改善案等を入力  

  

４．そのほか（準備など）  

＊研究科委員会を FD 後への変更依頼  

＊学生会、OC 委員（入試 G）へ確認  

＊まちラボへ、BICS 確認、対応  

＊学生会、OC 委員の動画撮影担当  

＊6/14 教授会にて日程等のアナウンス  

以上 
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第３回 人間学部 FD 委員会 議事録 

日時：2023 年 7 月 5 日（金） 12：30～13:00 

場所：Teams 

出席者：中山智晴 椛島香代 奈良環 小林剛史 

【審議事項】 

（１）人間学部前期 FD 研修会の内容の検討（第 3 回）について 

 日時：2022 年７月 13 日（水）教授会・研究科委員会終了後 約 1 時間 

実施方法：オンライン研修会（Teams） 

 テーマ：「より楽しいキャンパスライフを目指して ～学生活動の活性化の課題と改善～」 

内容 

（２）当日のスケジュール（案） 

2 分 本日の研修の主旨説明等  

20 分 まちラボ、BICS,学生会、オープンキャンパス委員学生インタビュー動画  

3 分  グループワークの説明  

30 分 各学科でグループワーク  

5 分 改善案入力に関するアナウンス、各自 改善案等を入力  

 

（３）役割分担 

１．研修会予約、グループワーク用チャネル設定、各グループの記録物提出先ファイルの作

成、資料(除籍・退学の理由や推移、他大学の取り組み事例)の準備 

２．教授会終了後の FD 研修会開催時間アナウンス 

３．当日の司会進行 

４．人間学部の除籍・退学者の推移報告 

５．forms アンケートの作成、アナウンス 

学生活動を現状より活性するために、どのような対策が考えられるかグループワークの

内容を踏まえて具体的に記入してもらう。次回テーマの希望についても聞く。  

６．FD 研修会中間報告書の作成 

７．グループ分け 

８．その他 

 職員も交えての議論も必要なのではないかとの意見も出たが、日程調整が困難で今回は

断念した。 

以上 
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第４回 人間学部 FD 委員会 議事録 

日時：2023 年 10 月 20 日（金） 

参加者：中山智晴、椛島香代、小林剛史、奈良環  

 場所：メール 

 

【審議事項】  

（１）人間学部後期 FD 研修会の内容の検討（第４回）について 

前期研修会「より楽しいキャンパスライフを目指して ～学生活動の活性化の課題と改

善～」の内容につながるテーマを検討することが確認された。 

 

（２）開催日時の検討 

2024 年 1 月 17 日（水）教授会終了後約 1 時間を設定し、対面式で開催する案が了承さ

れた。 

前期研修会の参加教員アンケートを参考にテーマ案が検討された。テーマとして、前回

の学生活動の活性化に続いて、学生の居場所に関わることか学習障害のある学生への対応

が案として検討された。 

以上 

 

第５回 人間学部 FD 委員会 議事録 

日時：2023 年 11 月 16 日（木） 

参加者：中山智晴、椛島香代、小林剛史、奈良環  

場所：メール 

 

【審議事項】  

人間学部後期 FD 研修会の内容の検討（第５回）について 

 前回の打ち合わせを参考に、以下 2 案にテーマを絞った。 

〇学習習慣のない学生への学科対応について 

～基本的な生活習慣の見直し、ノートの取り方や試験前の勉強の仕方などへの指導～ 

〇初年次教育の在り方について 

～学科としてどのような点に注意し展開しているのか 

以上 
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第６回 人間学部 FD 委員会 議事録 

日時：2023 年 12 月 14 日（木） 

参加者：中山智晴、椛島香代、小林剛史、奈良環  

場所：メール 

 

【審議事項】  

人間学部後期 FD 研修会の内容の検討（第６回）について 

 

審議の結果、以下の内容と手順で研修会を開催することとした。 

2023 年度後期 人間学部 FD 研修会  

日時：2024 年 1 月 17 日（水）教授会終了後（約 1 時間）  

当日の流れ：研究科委員会 ⇒ 教授会 ⇒ FD 研修会  

開催場所：東館大会議室  

 テーマ：「学習習慣のない学生への対応について」  

・学習習慣のない学生の特徴、生活習慣での問題点や勉強の仕方への指導  

・精神的に不安定な学生の課題と対応  

・初年次教育における 1 年生の課題や対策 など  

以上 

 

 

 

 

委員氏名  

コミュニケーション社会学科 : 中山智晴（委員長）  

児童発達学科         :  椛島香代   

人間福祉学科         :  奈良環   

心理学科             :  小林剛史 

 

以上 

 


